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井澤鉄兵(主任)・有田沙織(A)・岩元智子(B)・荒井貴文(C)・立山聖(D)・柴山美千夏(E)
浦江健太朗・吉田昌弘・中嶋航太郎・酒井恵理(副担任)

　体育祭お疲れさまでした。練習期間から振り返って
みるとあっという間でしたね。朝職員の打ち合わせの
ときに体育祭実行委員長である大島舞紘さんが「今日
は思い出に残る体育祭にしたい。色々トラブルはある
と思うけど支えてもらえたら嬉しい」という話をして
くれました。さて、皆さんの体育祭No.1の思い出は何
でしょう？競技や応援合戦でいい思いをした人もいれ
ば悔しい思いをした人もいるでしょう。友達と話して
たのが一番楽しかったという人もいるかもしれませ
ん。教員としては、体育祭でしか味わうことのできな
い思いをもってくれたら一番かなと思います。嬉し
い/楽しいはもちろんいいことですが、悔しいもとて

もいいことです。もしかしたら嬉しい/楽しいよりも
いいことかもしれません。大人になってこんな経験は
なかなかできませんよ。本当に。
　井澤先生は翌日の学年LHRの時間で「いや～体育祭
よかったね！２年後が楽しみだ。今年を最低限にする
くらい進化し続けてほしい」という話をしていまし
た。Tシャツ、応援団幕、各係、競技、運営...etc....何
をよりよくしていくかは個々違うと思いますが、やり
きった人が一人でも増えると嬉しいな～
　余談にはなりますが、私（荒井）は担任をもつのが
なんと６年振りです。この６年間というもの！体育祭
が終わって「ああだったね、こうだったね」と語れる
相手は同じ数学科の先生くらい・・・帰りのＨＲがど

んな雰囲気なのか、生徒はどんな様子なのかを
間近で見ることはできませんでした。でも今回
は違いました。いい思いをさせてもらえまし
た。日々いい刺激をもらってはいますが、行事
時はやはり特別ですね。２年後本当に期待して
ます！疲れた人はゆっくり休んでね。
　次の大きな行事は文化祭です。９月に行いま
すが、各ルームの催し物を５月中を目安に行う
必要があります。体育祭が終わったばかりで早
い気もしますが、意外とすぐそこです。体育祭
は自分たちがとことん楽しむもの。文化祭は来
てくれた人をとことん楽しませるもの。自分た
ちが楽しいからOKではありません。来てくれ
た人たちを全力で楽しませる目的の中で成長し
てくれたらなと思います。ではよいG.Wを！


